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 去る 1月 27日（土）は、田園ホールにおいて徳田小学校創立１５０周年記念式典が盛大に行われました。 

今まで徳田小学校発展の為にご尽力やご協力いただいたご来賓の方々を始め、卒業生や地域の方々、保護者

の皆様と共に、徳田小学校職員や全校児童参加の下、挨拶、祝辞、感謝状贈呈そして児童発表が行われまし

た。会場に集まってくださった方々にはたくさん「おめでとうございます。」という温かい言葉をいただきま

した。うれしい気持ちでいっぱいなりました。 

協賛会長の挨拶の中では、徳田小学校の歴史や子どもたち、保護者、地域で取り組んできた様々な活動に

ついてお話がありました。子どもたちそして地域の為に、保護者や地域が手を取り合い支え合ってきた歴史

の素晴らしさを感じました。その歴史の上に今の徳田小学校があることを改めて感じることができました。 

 また、子どもたちの発表については、各クラスで練習や全校練習を通しての発表となりました。会場の皆

さんが子どもたちの発表を見守り、聞き入ってくださっていました。子どもたちの発表を目にして「感動し

ました。」とか「涙がとまりませんでした。」と話をして帰ってくださる方もおりました。徳田の歴史をお祝

いいただいたたくさんの方々の見守りで、子どもたちも心を込めた発表ができたことと思います。 

 その後の祝賀会では、東日本大震災当日の様子について元校長先生から話があったり、活発なＰＴＡ活動

の話を元ＰＴＡ会長さんからお話しいただいたりしました。徳田の歴史を知る方々とたくさん交流をした中

で、「今日の発表する子どもたちの姿を目にして、私たち大人が大切に守っていかなければならない。」旨の

話を元校長先生からもいただきました。 

後日やはラジの放送では、徳田小学校の子どもたちの発表の録音を聴いて、感動いただいた話をしてくだ

さっていました。地域の方々に温かく見守られていることに感謝するとともに、学校も一日一日を大切にし

て、子どもたちに学ぶ力をつけること、楽しさや喜びを与えることを進めていきます。 

 記念誌編集から式典当時のボランティアに参加いただいた保護者の方々のご協力は、本当に有難かったで

す。改めまして、大変ありがとうございました。 

 能登地震義援金活動ご協力ありがとうございました。 

ＪＲＣ委員会による募金活動が行われました。子どもたちが、自分のお小遣い 

の中から 1，000円札を募金している姿を目にして、少し驚きました。「自分の 

お小遣いだから大丈夫！」と話していました。思いやりの心がとてもうれしかっ 

たです。教職員及び児童で集めた、３７，８１８円を町役場の福祉課を通じて、日本 

赤十字に渡していただきます。 

 


